
花を見に行こう！

（川嶋高志／日本勤労者山岳連盟　理事長）

　

山
々
の
雪
が
解
け
て
新
緑
が
眩
し

く
花
が
咲
き
乱
れ
る
季
節
に
な
っ

た
。
メ
デ
ィ
ア
か
ら
届
く
戦
争
や
病

気
と
い
う
暗
い
知
ら
せ
に
陰
鬱
に
な

る
日
々
だ
が
、
心
身
の
健
康
を
促
進

し
、
免
疫
力
を
高
め
る
た
め
に
も
、

山
へ
花
を
見
に
行
き
た
い
と
思
う
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
原
水
爆
禁
止

国
民
平
和
大
行
進
は
労
山
旗
の
リ

レ
ー
が
２
０
２
０
年
か
ら
で
き
て
い

な
い
。
し
か
し
今
年
ぐ
ら
い
核
兵
器

廃
絶
の
声
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
年
は
無
い
だ
ろ
う
。
他
国
に
侵
攻

し
た
り
、
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
を
続
け

た
り
、
抑
止
力
の
た
め
に
核
兵
器
が

必
要
だ
と
唱
え
た
り
す
る
指
導
者
が

い
て
、
人
類
を
滅
ぼ
す
武
器
を
作
り

巨
額
な
利
益
を
上
げ
る
企
業
が
存
在

し
て
い
る
。

　

こ
の
世
界
で
私
た
ち
の
声
は
小
さ

く
無
力
に
思
え
る
が
、
何
も
し
な
い

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
旗
が
な
く
て

も
、
大
勢
で
な
く
て
も
反
戦
平
和
を

ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
。

　

こ
ん
な
荒
ん
だ
時
だ
か
ら
こ
そ
、

見
た
人
の
気
持
ち
を
和
ら
げ
る
た
め

に
、
山
へ
行
っ
て
素
敵
な
花
の
写
真

を
撮
っ
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
ど
ん
ど
ん
発

信
す
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
。

　

山
岳
四
団
体
（
日
本
山
岳
ガ
イ
ド

協
会
、
日
本
山
岳
会
、
日
本
山
岳
・

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協
会
、
労

山
）
は
、
共
同
で
「
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事
侵
攻
に
反
対
す
る

声
明
」
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
安

全
対
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す
る

た
め
に
、
日
本
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
が

行
っ
て
い
る
「
コ
ン
パ
ス
登
山
届
シ

ス
テ
ム
」
利
用
に
つ
い
て
、
四
団
体

で
の
検
討
部
会
も
始
ま
っ
た
。

　

個
人
よ
り
団
体
（
会
・
ク
ラ
ブ
）、

団
体
が
集
ま
っ
た
連
盟
や
協
会
は
大

き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
社
会
的
な
影

響
力
が
増
し
て
く
る
。
平
和
な
社
会

の
実
現
だ
け
で
な
く
、
遭
難
対
策
や

自
然
保
護
な
ど
の
問
題
に
も
、
組
織

が
大
き
く
な
れ
ば
改
善
へ
の
可
能
性

が
広
が
る
だ
ろ
う
。

　

楽
し
く
山
に
登
り
続
け
豊
か
な
人

生
を
送
る
た
め
に
は
、
平
和
な
社
会

で
地
球
環
境
を
守
り
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
登
山
と
政
治
問
題
は
関

係
な
い
な
ど
と
は
言
っ
て
い
ら
れ
な

い
。
自
分
た
ち
が
選
ん
だ
政
治
家
が

戦
争
を
す
る
か
し
な
い
か
を
決
め
、

環
境
よ
り
経
済
活
動
を
優
先
す
る
の

か
を
決
め
る
こ
と
に
な
る
。

　

よ
り
多
く
の
人
が
、
平
和
や
自
然

保
護
を
訴
え
て
歩
き
続
け
て
い
け

ば
、
き
っ
と
明
る
い
未
来
が
見
え
て

く
る
。

　

北
の
大
地
に
も
花
が
咲
き
、
戦
火

が
収
ま
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
。

コ
ー
ス
№
４　

阪
急
池
田
駅
か
ら
バ

ス
～
金
石
橋
停
～
天
台
山
～
光
明
山

～
妙
見
山
～
本
瀧
寺
～
妙
見
奥
之
院

～
歌
垣
山
～
歌
垣
山
登
山
口
～
能
勢

電
鉄
妙
見
口
駅
へ
バ
ス　
【
歩
行
時

間
、
距
離
】
約
６
時
間
、
１４
㎞

コ
ー
ス
№
5　

能
勢
電
鉄
妙
見
口
駅

か
ら
バ
ス
～
歌
垣
山
登
山
口
～
七
面

口
～
七
寶
寺
～
小
和
田
山
～
車
道
～

豊
中
セ
ン
タ
ー
～
旧
大
阪
府
青
少
年

野
外
セ
ン
タ
ー
～
剣
尾
山
～
行
者
口

～
能
勢
電
鉄
山
下
駅
へ
バ
ス　
【
歩
行

時
間
、
距
離
】
約
７
時
間
、
１６
㎞

コ
ー
ス
№
６　

能
勢
電
鉄
山
下
駅
か

ら
バ
ス
～
（
行
者
口
～
森
上
間
は
車

道
の
た
め
省
略
）
森
上
停
～
三
草
山

～
堂
床
山
～
杉
生
停
～
能
勢
電
鉄
日

生
中
央
駅
へ
バ
ス　
【
歩
行
時
間
、
距

離
】
約
８
時
間
、
１５
㎞

コ
ー
ス
№
７　

能
勢
電
鉄
日
生
中
央

駅
か
ら
バ
ス
～
杉
生
停
～
猪
名
川
変

電
所
～
高
岳
～
杉
生
新
田
～
西
軽
井

沢
～
大
野
山
～
杉
生
停
～
能
勢
電
鉄

日
生
中
央
駅
へ
バ
ス　
【
歩
行
時
間
、

距
離
】
約
８
時
間
、
１９
㎞

コ
ー
ス
№
８　

能
勢
電
鉄
日
生
中
央

駅
～
（
杉
生
～
六
瀬
総
合
セ
ン
タ
ー

間
は
車
道
の
た
め
省
略
）
六
瀬
総
合

な
い
が
、
全
１１
コ
ー
ス
の
概
要
は
次

の
と
お
り
。
今
後
、
一
筆
書
き
と
な

ら
な
か
っ
た
コ
ー
ス
№
８
と
№
９
の

大
船
山
の
前
後
部
分
を
ル
ー
ト
修
正

す
る
予
定
で
あ
る
。（
歩
行
時
間
は
踏

査
時
の
も
の
）

コ
ー
ス
№
１　

ス
タ
ー
ト
・
阪
急
水み

無な

瀬せ

駅
（
大
阪
府
島
本
町
）
～
若
山

神
社
～
大
沢
集
落
～
釈
迦
岳
～
ポ
ン

ポ
ン
山
～
本
山
寺
～
上
ノ
口
停
～
Ｊ

Ｒ
高
槻
駅
へ
バ
ス　
【
歩
行

時
間
、
距
離
】
約
８
時
間
４０

分
、
２１
㎞

コ
ー
ス
№
２　

Ｊ
Ｒ
高
槻
駅

か
ら
バ
ス
～
上
ノ
口
停
～
摂

津
峡
～
竜
仙
峡
～
竜
王
山
～

泉
原
集
落
～
北
摂
霊
園
～
大

阪
メ
ト
ロ
千
里
中
央
駅
へ
バ

ス　
【
歩
行
時
間
、
距
離
】

約
７
時
間
、
１８
㎞

コ
ー
ス
№
３　

千
里
中
央
駅

か
ら
バ
ス
～
北
摂
霊
園
～
開

成
皇
子
の
墓
～
天
上
ヶ
岳

（
役
行
者
入
滅
の
地
）
～
鉢

伏
山
～
明
ヶ
田
尾
山
～
金
石

橋
停
～
阪
急
池
田
駅
へ
バ
ス

　
【
歩
行
時
間
、
距
離
】
約

６
時
間
、
１４
㎞

　
北
摂
ト
レ
イ
ル
コ
ー
ス
の
概
要

　

コ
ー
ス
は
大
阪
・
京
都
府
境
に
近

い
大
阪
府
島
本
町
の
阪
急
水
無
瀬
駅

を
起
点
と
し
て
、北
摂
の
主
要
な
山
々

を
繋
い
で
兵
庫
県
宝
塚
市
の
阪
急
中

山
観
音
駅
を
終
点
と
す
る
も
の
で
あ

る
。（
逆
に
辿
る
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

今
回
は
コ
ー
ス
タ
イ
ム
を
確
認
し
て

い
な
い
。）
誌
面
の
関
係
で
詳
述
で
き

セ
ン
タ
ー
停
～
上
之
岳
～
鳥
飼
山
～

昼
ヶ
岳
～
波は

豆ず

川
～
波
豆
川
口
～
木こ

う
づ

器き

停
～
Ｊ
Ｒ
三
田
駅
へ
バ
ス　
【
歩
行

時
間
、
距
離
】
約
７
時
間
４０
分
、
１３

㎞コ
ー
ス
№
９　

阪
急
宝
塚
駅
か
ら
バ

ス
～
波
豆
川
口
停
～
波
豆
川
～
大
船

山
～
木
器
～
羽は

束つ
か

山
～
香か

下し
た

～
波
豆

～
阪
急
宝
塚
駅
へ
バ
ス　
【
歩
行
時

間
、
距
離
】
約
７
時
間
、
１６
㎞

コ
ー
ス
№
１０　

阪
急
宝
塚
駅
か
ら
バ

ス
～
波
豆
～
大
岩
ヶ
岳
～
丸
山
湿
原

～
川
下
川
ダ
ム
～
武
庫
川
左
岸
～
Ｊ

Ｒ
武
田
尾
駅　
【
歩
行
時
間
、
距
離
】

約
７
時
間
、
１４
㎞

コ
ー
ス
№
１１　

Ｊ
Ｒ
武
田
尾
駅
～
桜

の
園
～
大
峰
山
～
中
山
最
高
峰
～
奥

之
院
～
夫
婦
岩
～
中
山
寺
～
ゴ
ー
ル
・

阪
急
中
山
観
音
駅
（
兵
庫
県
宝
塚
市
）

　
【
歩
行
時
間
、
距
離
】
約
６
時
間
、

１１
㎞

　

今
後
、
北
摂
ト
レ
イ
ル
に
安
全
対

策
を
講
じ
て
山
を
愛
す
る
多
く
の

方
々
の
た
め
に
整
備
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
関
係
自

治
体
へ
も
市
民
の
健
全
な
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

（3 ページからの続き）

阪急水無瀬駅

阪急中山観音駅
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